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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技場用ワゴンサービス管理システムであって、
　複数の遊技台と、
　前記遊技台により使用される遊技媒体と、
　前記遊技台より出力された遊技媒体を計数し、記憶手段に記憶する出力遊技媒体計数装
置と、
　前記出力遊技媒体計数装置は、ワゴンサービスメニューから選択したメニュー番号を入
力することができる入力手段と、
　前記遊技台と前記出力遊技媒体計数装置と相互に通信可能で、ワゴンサービスのメニュ
ー番号と、内容と、交換可能な遊技媒体数とを関連付けたワゴンサービステーブルを記憶
する記憶装置を有する管理サーバと、
　入力されたメニュー番号と、遊技台番号と、遊技台番号に関連付けてメニュー番号に相
当する遊技媒体数とを記録するワゴンサービス用記憶媒体と、
を備え、
　前記出力遊技媒体計数装置は、入力されたメニュー番号を前記管理サーバに送信し、
　前記管理サーバは、前記ワゴンサービステーブルより、入力された番号に対応した交換
可能な遊技媒体数を読み出して前記出力遊技媒体計数装置に返信し、
　前記出力遊技媒体計数装置は、記憶されている遊技媒体数より返信された遊技媒体数を
減算し、
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　前記遊技場用ワゴンサービス管理システムには、あらかじめ登録されたＩＤが記録され
ており、
　前記ワゴンサービス用記憶媒体のＩＤと一致するかどうかの判別手段を備え、
　あらかじめ登録されたＩＤとワゴンサービス用記憶媒体のＩＤとが一致したときに、ワ
ゴンサービスメニューに相当する遊技媒体数を、入力手段により手入力する、
遊技場用ワゴンサービス管理システム。
【請求項２】
　遊技場用ワゴンサービス管理システムであって、
　複数の遊技台と、
　前記遊技台から出力された遊技媒体を計数し、記憶手段に記憶する出力遊技媒体計数装
置と、
　前記遊技台により使用される遊技媒体と、
　前記遊技台より出力された遊技媒体を計数し、記憶手段に記憶する出力遊技媒体計数装
置と、
　前記出力遊技媒体計数装置は、ワゴンサービスメニューから選択したメニュー番号を入
力することができる入力手段と、ワゴンサービスのメニュー番号と、内容と、交換可能な
遊技媒体数とを関連付けたワゴンサービステーブルがあらかじめ記録されており、入力さ
れたメニュー番号と、遊技台番号と、遊技台番号に関連付けてメニュー番号に相当する遊
技媒体数とが、前記出力遊技媒体計数装置に設けられた記憶媒体の読出／書込手段により
記録されるワゴンサービス用記憶媒体とを備え、
　前記出力遊技媒体計数装置では、前記ワゴンサービス用記憶媒体に記録されている前記
ワゴンサービステーブルより、入力された番号に相当する遊技媒体数を読み出して、前記
出力遊技媒体計数装置に記録されている遊技媒体数より、前記ワゴンサービス用記憶媒体
から読み出された遊技媒体数を減算し、
　前記遊技場用ワゴンサービス管理システムには、あらかじめ登録されたＩＤが記録され
ており、
　前記ワゴンサービス用記憶媒体のＩＤと一致するかどうかの判別手段を備え、
　あらかじめ登録されたＩＤとワゴンサービス用記憶媒体のＩＤとが一致したときに、ワ
ゴンサービスメニューに相当する遊技媒体数を、入力手段により手入力する、
遊技場用ワゴンサービス管理システム。
【請求項３】
　前記遊技場用ワゴンサービス管理システムは、
　前記ワゴンサービス用記憶媒体のＩＤ毎に、当日ワゴンサービス用記憶媒体に記録した
メニュー番号と、メニュー番号に相当する遊技媒体数を、前記遊技台の番号と関連付けて
記録する記憶装置と、
　前記ワゴンサービス用記憶媒体に記録された内容を読み出して、景品に相当する遊技媒
体数を表示する景品交換端末と、
をさらに備え、
　前記ワゴンサービス用記憶媒体から前記景品交換端末に読み出された遊技媒体数と前記
記憶装置に記録されているワゴンサービス用ＩＤの遊技媒体数とを比較して、
　一致している場合は、読み出された遊技媒体数に相当する景品の枚数を表示する、
請求項１に記載の遊技場用ワゴンサービス管理システム。
【請求項４】
　遊技場用ワゴンサービス管理システムであって、
　複数の遊技台と、
　前記遊技台により使用される遊技媒体と、
　前記遊技台より出力された遊技媒体を計数し、記憶手段に記憶する出力遊技媒体計数装
置と、
　前記出力遊技媒体計数装置は、ワゴンサービスメニューから選択したメニュー番号を入
力することができる入力手段と、



(3) JP 5465414 B2 2014.4.9

10

20

30

40

50

　前記遊技台と前記出力遊技媒体計数装置と相互に通信可能で、ワゴンサービスのメニュ
ー番号と、内容と、交換可能な遊技媒体数とを関連付けたワゴンサービステーブルを記憶
する記憶装置を有する管理サーバと、
　入力されたメニュー番号と、遊技台番号と、遊技台番号に関連付けてメニュー番号に相
当する遊技媒体数とを記録するワゴンサービス用記憶媒体と、
　あらかじめ前記遊技場用ワゴンサービス管理システムに登録されたＩＤが記録されてお
り、前記ワゴンサービス用記憶媒体のＩＤと一致するかどうかの判別手段と、
　前記ワゴンサービス用記憶媒体のＩＤ毎に、当日ワゴンサービス用記憶媒体に記録した
メニュー番号と、メニュー番号に相当する遊技媒体数を、前記遊技台の番号と関連付けて
記録する記憶装置と、
　前記ワゴンサービス用記憶媒体に記録された内容を読み出して、景品に相当する遊技媒
体数を表示する景品交換端末と、
を備え、
　前記ワゴンサービス用記憶媒体から前記景品交換端末に読み出された遊技媒体数と前記
記憶装置に記録されているワゴンサービス用ＩＤの遊技媒体数とを比較して、
　一致している場合は、読み出された遊技媒体数に相当する景品の枚数を表示する、
遊技場用ワゴンサービス管理システム。
【請求項５】
　前記ワゴンサービス用記憶媒体に使用されるＩＤは、ワゴンサービスを行う従業者の生
体情報である、
請求項１から請求項４のいずれかに記載の遊技場用ワゴンサービス管理システム。
【請求項６】
　請求項５に記載の遊技場用ワゴンサービス管理システムであって、
　前記景品交換端末は、生体認証装置を備え、
前記ワゴンサービス用ＩＤとして登録されている生体情報と、景品交換者の生体情報が一
致したときに、景品を表示する、
遊技場用ワゴンサービス管理システム。
 

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、遊技場用ワゴンサービス管理システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、遊技客は遊技台前の席にいながら飲料水、軽食等を運んでもらう、いわゆる
ワゴンサービスが行われていた。飲料水、軽食等と引き換えに相当する獲得した遊技玉、
又は獲得したメダルをワゴンサービス取り扱う従業員が手回収していた。
【０００３】
　回収した遊技玉、メダルは専用の計数機に流して計測し、レシートとして発券していた
。発券されたレシートを、景品交換端末で景品に交換して処理していた。
【０００４】
　これでは、手回収した遊技玉をワゴンサービス取扱従業員が比較的長い距離を運搬する
必要があり、遊技玉数の管理に注意を払わなければならないという大きな負担があった。
【０００５】
　また、多くの遊技場では、ワゴンサービスは遊技場とは別の会社が経営していることも
多く、遊技玉の管理、会計上も処理が面倒であった。
【０００６】
　関連する技術としては、景品交換の際に、景品に対応して定められている識別コードと
、遊技客に渡す景品の個数とを入力し、個々の景品に対応する景品合計個数及び遊技媒体
の受取個数を含む計数情報を更新し、その計数情報に基づいて集計リストを印刷するワゴ
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ンサービスが提案されている（特許文献１等参照）。
【０００７】
　また、携帯型遊技場管理端末を用いて、管理コンピュータと情報交換する提案もなされ
ている（特許文献２等参照）。
【０００８】
　また、会員カードを利用した貯玉システムにおいて、ワゴンサービスを希望する遊技客
がワゴンスイッチを操作すると、担当係員が注文入力装置を携帯してワゴンを遊技客まで
運搬し、注文入力装置に遊技客が希望する景品データを入力する。注文入力装置は注文デ
ータを台端末装置に送信し、台端末装置は、注文データが示す景品に相当するパチンコ玉
を貯玉システムの記憶貯玉数から引落し可能かを判断し、可能な場合は、そのことを報知
すると共に注文データを管理装置に出力して決済をする遊技場の景品交換システムが提案
されている（特許文献３等参照）。
【特許文献１】特開平９－２９００５６号公報
【特許文献２】特開２００４－３３３２１号公報
【特許文献３】特開平９－２７６５１９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかし、会員カードは、遊技場を利用するすべての遊技者が所有しているわけではない
。したがって、会員カードを持たない遊技者のワゴンサービスを取り扱った従業員は、交
換された遊技玉を管理しなければならず、大きな負担となっていた。
【００１０】
　本発明は、遊技者がワゴンサービスを利用して快適に遊技を楽しむと共に遊技媒体の管
理をシステム上で行いワゴンサービスの従業員の遊技媒体の管理等の負担を軽減すること
を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明者らは、台間に設けられた出力遊技媒体計数装置を有効に活用することにより、
ワゴンサービス従業者の所持する記憶媒体でのワゴンサービス管理システムを完成するに
至った。
【００１２】
　（１）　遊技場用ワゴンサービス管理システムであって、複数の遊技台と、遊技台によ
り使用される遊技媒体と、遊技台より出力された遊技媒体を計数し、記憶手段に記憶する
出力遊技媒体計数装置と、出力遊技媒体計数装置は、ワゴンサービスメニューから選択し
たメニュー番号を入力することができる入力手段と、遊技台と出力遊技媒体計数装置と相
互に通信可能で、ワゴンサービスのメニュー番号と、内容と、交換可能な遊技媒体数とを
関連付けたワゴンサービステーブルを記憶する記憶装置を有する管理サーバと、入力され
たメニュー番号と、遊技台番号と、遊技台番号に関連付けてメニュー番号に相当する遊技
媒体数を記録するワゴンサービス用記憶媒体とを備え、出力遊技媒体計数装置は、入力さ
れたメニュー番号を管理サーバに送信し、管理サーバは、ワゴンサービステーブルより、
入力された番号に対応した交換可能な遊技媒体数を読み出して出力遊技媒体計数装置に返
信し、出力遊技媒体計数装置は、記憶されている遊技媒体数より返信された遊技媒体数を
減算する、遊技場用ワゴンサービス管理システム。
【００１３】
　（１）の発明に係る遊技場用ワゴンサービス管理システムは、複数の遊技台と、遊技台
から出力された遊技媒体を計数する出力遊技媒体計数装置と、入力手段と、景品交換端末
とを備え、入力手段と出力遊技媒体計数装置とは管理サーバと相互に通信可能で、出力遊
技媒体計数装置には、挿入可能な記憶媒体の読取及び書込手段を備えている。管理サーバ
には、サービス番号の付されたワゴンサービス内容とサービス内容に相当する遊技媒体数
が記憶されており、遊技者がワゴンサービスを要求すると、サービス内容と相当する遊技
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媒体数を、出力遊技媒体計数装置に備えられている表示部に表示して知らせ、ワゴンサー
ビスが実行される。これらのワゴンサービスを管理サーバにより集中管理する遊技場用ワ
ゴンサービス管理システムであり、遊技台ごとに遊技媒体のサービス内容に相当する遊技
媒体数が異なっても、予め管理サーバの記憶手段に記録しておくことで、管理可能なシス
テムである。
【００１４】
　遊技者が受けたワゴンサービスを記録した記憶媒体は、ワゴンサービスの従業者がＩＤ
を付して所有し、遊技者がワゴンサービスを要求した場合に、遊技者の遊技する遊技台に
備えられている出力遊技媒体計数装置の読取／書込手段にワービスワゴン用記憶媒体を挿
入して、実施したサービス情報を記録する。サービス情報は、ワゴンサービスを受けた遊
技台、遊技者が受けたサービスとそのサービスに相当する遊技媒体数と、サービスの日時
であり、管理サーバにより集中管理される。
【００１５】
　管理サーバには、サービス番号の付されたワゴンサービス内容とサービス内容に相当す
る遊技媒体数が記憶されており、遊技者がワゴンサービスを要求すると、ワゴンサービス
メニューとそのサービス内容と相当する遊技媒体数を、出力遊技媒体計数装置に備えられ
ている表示部に表示して知らせるワゴンサービスを受けた遊技者は、メニュー番号を入力
して、ワゴンサービスが実行されると、サービスに相当する遊技媒体数が管理サーバから
出力遊技媒体計数装置に送信され、出力遊技媒体計数装置で、出力遊技媒体計数装置に記
録された総遊技媒体数から送信された遊技媒体数だけ減算され、結果を出力遊技媒体計数
装置の記憶部に記録する。そして、管理サーバにサービス情報を送信して管理サーバの記
憶装置に記録される。さらに、出力遊技媒体計数装置では、読取／書込手段により挿入さ
れているワゴンサービス記憶媒体に、サービス情報を記録する。ここで、サービス情報と
は、遊技台番号、サービス内容、サービス内容に相当し、遊技者又はワゴンサービス従業
者が入力手段により入力した遊技媒体数である。
【００１６】
　このように、ワゴンサービス用記憶媒体にワゴンサービスの情報が記憶されているので
、ワゴンサービスの従業者は、従来のようなワゴンサービスの代金替りの遊技媒体を管理
する必要が無く、ワゴンサービス用記憶媒体を管理するのみであり、取り扱う重量も軽く
、管理に手数が掛からず、ワゴンサービスを操作する従業者の負担も少ない。
【００１７】
　（２）　遊技場用ワゴンサービス管理システムであって、複数の遊技台と、遊技台から
出力された遊技媒体を計数し、記憶手段に記憶する出力遊技媒体計数装置と、遊技台によ
り使用される遊技媒体と、遊技台より出力された遊技媒体を計数し、記憶手段に記憶する
出力遊技媒体計数装置と、出力遊技媒体計数装置は、ワゴンサービスメニューから選択し
たメニュー番号を入力することができる入力手段と、ワゴンサービスのメニュー番号と、
内容と、交換可能な遊技媒体数とを関連付けたワゴンサービステーブルがあらかじめ記録
されており、入力されたメニュー番号と、遊技台番号と、遊技台番号に関連付けてメニュ
ー番号に相当する遊技媒体数とが、出力遊技媒体計数装置に設けられた記憶媒体の読出／
書込手段により記録されるワゴンサービス用記憶媒体とを備え、出力遊技媒体計数装置で
は、ワゴンサービス用記憶媒体に記録されているワゴンサービステーブルより、入力され
た番号に相当する遊技媒体数を読み出して、出力遊技媒体計数装置に記録されている遊技
媒体数より、ワゴンサービス用記憶媒体から読み出された遊技媒体数を減算する、遊技場
用ワゴンサービス管理システム。
【００１８】
　（２）に記載の遊技場用ワゴンサービス管理システムは、管理サーバによって集中制御
する（１）記載の遊技場用ワゴンサービス管理システムでは、管理サーバに負荷が集中す
るために、出力遊技媒体計数装置とワゴンサービス用記憶媒体とで分散処理することによ
り管理サーバの負荷を低減し、処理速度の高速化を図った遊技場用ワゴンサービス管理シ
ステムである。
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【００１９】
　管理サーバの負担を軽減するために、ワゴンサービス用記憶媒体にはワゴンサービス番
号と内容、そしてサービス内容に相当する遊技媒体数が記憶されているワゴンサービステ
ーブルを備えている。ワゴンサービス内容相当する遊技媒体数は、各遊技台の遊技内容に
より異なる場合であってもよい。ワゴンサービス用記憶媒体を出力遊技媒体計数装置に備
えられている記憶媒体の読取／書込手段に挿入すると、サービス内容と、各遊技台に対応
したサービス内容に相当する遊技媒体数が、表示手段に表示される。遊技者は、サービス
内容を選択して、対応する番号等を、入力手段から入力してワゴンサービスを受ける。入
力手段から入力されたサービス番号により、出力遊技媒体計数装置では、ワゴンサービス
用記憶媒体のワゴンサービステーブルからそのサービス番号に対応した遊技媒体数を読み
出して、遊技者の総遊技媒体数から読み出されたサービス内容に相当した出力媒体数を、
遊技者の所有する総遊技媒体数から減算し、サービス内容及びサービス内容に相当する出
力媒体数を記憶手段に記録すると共に、ワゴンサービス用記憶媒体にも記録する。
【００２０】
　（３）　遊技場用ワゴンサービス管理システムには、あらかじめ登録されたＩＤが記録
されており、ワゴンサービス用記憶媒体のＩＤと一致するかどうかの判別手段を備えた、
（１）又は（２）のいずれかに記載の遊技場用ワゴンサービス管理システム。
【００２１】
　（３）に記載のワゴンサービス用のセキュリティ管理は、予め管理サーバ又は出力遊技
媒体計数装置に登録されており、出力遊技媒体計数装置の読取／記録手段にワゴンサービ
ス用記憶媒体が挿入されると、ＩＤを読み取り、登録されているＩＤと一致するかどうか
の判断を行う判別手段を備えたシステムとして管理される。そして、一致した場合には、
ワゴンサービス用記憶媒体への読み出し及び書き込みが行われることで、遊技者へのワゴ
ンサービスを可能とし、偽造されたワゴンサービス用記憶媒体の排除を行う。
【００２２】
　（４）　（３）に記載の遊技場用ワゴンサービス管理システムであって、あらかじめ登
録されたＩＤとワゴンサービス用記憶媒体のＩＤとが一致したときに、ワゴンサービスメ
ニューに相当する遊技媒体数を、入力手段により手入力する、遊技場用ワゴンサービス管
理システム。
【００２３】
　（４）に記載の遊技場用ワゴンサービス管理システムは、ワゴンサービスを遊技者が要
求して、ワゴンサービスを受けた場合に、相当する遊技媒体数を手入力により直接入力す
るシステムである。サービスメニューに相当する遊技媒体数を、ワゴンサービス従業者が
遊技者に確認しながら、直接入力する。遊技媒体数の入力は、サービスワゴンサービス従
業者が行うが、遊技者が直接入力してもよい。
【００２４】
　（５）　遊技場用ワゴンサービス管理システムは、ワゴンサービス用記憶媒体のＩＤ毎
に、当日ワゴンサービス用記憶媒体に記録したメニュー番号と、メニュー番号に相当する
遊技媒体数を、遊技台の番号と関連付けて記録する記憶装置と、ワゴンサービス用記憶媒
体に記録された内容を読み出して、景品に相当する遊技媒体数を表示する景品交換端末と
をさらに備え、ワゴンサービス用記憶媒体から景品交換端末に読み出された遊技媒体数と
記憶装置に記録されているワゴンサービス用ＩＤの遊技媒体数とを比較して、一致してい
る場合は、読み出された遊技媒体数に相当する景品の枚数を表示する、（３）に記載の遊
技場用ワゴンサービス管理システム。
【００２５】
　（５）に記載の遊技場用ワゴンサービス管理システムは、ワゴンサービス従業者により
遊技者に提供されたワゴンサービスが記録されたワゴンサービス用記憶媒体で処理する場
合に、景品交換端末によりＩＤを読み込み処理する遊技場用ワゴンサービス管理システム
である。ワゴンサービス用記憶媒体には、登録されたＩＤと遊技者へのサービス情報が記
録されており、ワゴンサービス従業者は、その日に行ったワゴンサービスに対する処理を
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受けるために、景品交換端末で遊技者と同様な遊技媒体数による景品の枚数が表示され、
景品が処理される。
【００２６】
　景品交換端末では、挿入されたワゴンサービス用記憶媒体の認証に、登録されたＩＤが
使用され、登録されているＩＤと一致しているかどうかを判別手段により比較する。一致
している場合は、ワゴンサービス用記憶媒体に記憶されている当日ワゴンサービス情報か
ら、メニュー番号と、メニュー番号に相当する遊技媒体数を遊技台との関連で読み出し、
さらに、遊技台に対応した出力遊技媒体計数装置の記憶手段に記録されているサービス情
報と一致するか判断して、一致している場合は、ワゴンサービス用記憶媒体に記録されて
いる遊技媒体数に相当する景品の枚数を表示する。そして、ワゴンサービス従業者は、表
示された景品によりその後の処理を行う。この景品交換端末によるワゴンサービスの景品
交換は、遊技媒体数を介して行われるので、遊技場管理者は、遊技客と同様なシステムに
よりワゴンサービス業者の管理が行える。
【００２７】
　（６）　遊技場用ワゴンサービス管理システムであって、複数の遊技台と、遊技台によ
り使用される遊技媒体と、遊技台より出力された遊技媒体を計数し、記憶手段に記憶する
出力遊技媒体計数装置と、出力遊技媒体計数装置は、ワゴンサービスメニューから選択し
たメニュー番号を入力することができる入力手段と、遊技台と出力遊技媒体計数装置と相
互に通信可能で、ワゴンサービスのメニュー番号と、内容と、交換可能な遊技媒体数とを
関連付けたワゴンサービステーブルを記憶する記憶装置を有する管理サーバと、入力され
たメニュー番号と、遊技台番号と、遊技台番号に関連付けてメニュー番号に相当する遊技
媒体数とを記録するワゴンサービス用記憶媒体と、予め遊技場用ワゴンサービス管理シス
テムに登録されたＩＤが記録されており、ワゴンサービス用記憶媒体のＩＤと一致するか
どうかの判別手段と、ワゴンサービス用記憶媒体のＩＤ毎に、当日ワゴンサービス用記憶
媒体に記録したメニュー番号と、メニュー番号に相当する遊技媒体数を、前記遊技台の番
号と関連付けて記録する記憶装置と、ワゴンサービス用記憶媒体に記録された内容を読み
出して、景品に相当する遊技媒体数を表示する景品交換端末とを備え、ワゴンサービス用
記憶媒体から景品交換端末に読み出された遊技媒体数と記憶装置に記録されているワゴン
サービス用ＩＤの遊技媒体数とを比較して、一致している場合は、読み出された遊技媒体
数に相当する景品の枚数を表示する遊技場用ワゴンサービス管理システム。
【００２８】
　（６）に記載の遊技場用ワゴンサービス管理システムは、複数の遊技台と、遊技台によ
り使用される遊技媒体と、遊技台より出力された遊技媒体を計数し、記憶手段に記憶する
出力遊技媒体計数装置と、出力遊技媒体計数装置の入力手段と、景品交換端末とからなり
、ワゴンサービスの実施から景品の交換までを行うシステムであり、（１）から（５）に
記載の管理システムを一連のサービスとして一括して管理する遊技場用ワゴンサービス管
理システムである。
【００２９】
　これにより、遊技場管理者は、ワゴンサービスを別の業者に委託していたとしても、遊
技者と同様な遊技媒体の管理のみでワゴンサービス管理が可能となり、人為的なミスが低
減するばかりか、特別なコストも発生せず、経費の削減にもなる。
【００３０】
　（７）　ワゴンサービス用記憶媒体に使用されるＩＤは、ワゴンサービスを行う従業者
の生体情報である、（１）から（６）のいずれかに記載の遊技場用ワゴンサービス管理シ
ステム。
【００３１】
　（７）に記載の遊技場用ワゴンサービス管理システムは、ワゴンサービス用ＩＤを、従
業者の生体情報としたものである。
【００３２】
　ワゴンサービス用ＩＤは、セキュリティ面からＩＤの他にパスワードを併用して使用さ
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れるのが一般的である。しかし、これらはワゴンサービスの管理者や遊技場の管理者以外
に知られた場合は、不正に記憶媒体を作成して景品に交換可能となってしまう。このため
、ワゴンサービスの従業者の生体情報をＩＤとすることにより、セキュリティを向上させ
ることができる。
【００３３】
　生体情報として指紋、指の静脈、掌の静脈、顔や虹彩等を利用することができる。これ
らの生体情報は、それぞれの人間が持つ固有の特徴的な情報であり、盗用の心配が無い。
生体認識装置にて生体情報を認識し、暗号化して管理サーバやワゴンサービス用記憶媒体
に記録しておく。
【００３４】
　（８）　（７）に記載の遊技場用ワゴンサービス管理システムであって、景品交換端末
は、生体認証装置を備え、ワゴンサービス用ＩＤとして登録されている生体情報と、景品
交換者の生体情報が一致したときに、景品を表示する遊技場用ワゴンサービス管理システ
ム。
【００３５】
　（８）に記載の遊技場用ワゴンサービス管理システムは、景品交換端末に生体認証装置
を備え、ワゴンサービス用記憶媒体を景品交換端末に挿入して景品に交換する場合に、ワ
ゴンサービス従業者の生体情報を入力して、予め登録された生体情報と一致した場合に、
ワゴンサービス用記憶媒体に記憶されているサービス情報の内容を読み出して、景品の交
換枚数を表示する遊技場用ワゴンサービス管理システムである。
【発明の効果】
【００３６】
　本発明による遊技場用ワゴンサービス管理システムによれば、遊技者がワゴンサービス
を受ける場合に、遊技者の所有する総遊技媒体数から、サービスに相当する遊技媒体数を
引いて遊技者に表示すると共に、ワゴンサービス用記憶媒体に、サービス内容等のサービ
ス情報を記憶し、景品交換端末で景品と交換できるので、管理が容易でかつ確実に行える
。遊技場経営者は、ワゴンサービスを外部の事業者に委託したとしても、遊技媒体数のみ
で処理でき、遊技場経営者にとっては、遊技者と同様の扱いができる遊技場用ワゴンサー
ビス管理システムとなる。さらに、遊技媒体のＩＤをワゴンサービス事業者の生体情報と
することで、セキュリティ上の向上も可能である。遊技者が所有する自己の遊技用記憶媒
体に生体情報を記憶することもでき、さらにセキュリティ対策を兼ねた容易な遊技場用ワ
ゴンサービス管理システムとすることができる効果を有する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３７】
　以下、本発明の実施形態について説明する。なお、これはあくまでも一例であって、本
発明の技術的範囲はこれに限られるものではない。
＜実施例１＞
【００３８】
　図１に、本発明に係る遊技場用ワゴンサービス管理システムの概略図である。管理サー
バ１０と、管理サーバの管理端末２０、管理サーバの記憶装置３０と、遊技台４０に設け
られている出力遊技媒体計数装置５０と、出力遊技媒体計数装置５０に備えられた記憶媒
体の読取／書込手段に挿入するワゴンサービス用記憶媒体６０と、入力手段７０と、景品
交換端末８０とが、イントラネットによるＬＡＮ（Ｌｏｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒ
ｋ）回線で接続される。
【００３９】
　図２は、具体的なパチンコ玉の遊技台としての装置を示したものであり、パチンコの遊
技台Ｐに備えられた出力遊技媒体計数装置としての出玉計数装置１００の図である。図２
に示すように、パチンコの遊技台Ｐの側方（通常は、隣接する遊技台の間）には台側玉払
出機１３０（一般的に「台間サンド」等と呼ばれている）が設置されている。台側玉払出
機１３０の前面には、コイン投入口１３４、コイン返却口１３６、ＩＣカード挿入口１３
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８、イルミネーションランプ１２４、表示部１４０、パチンコ玉を遊技台の上皿Ｐ２に供
給する玉供給ノズル１３２があり、その他、各種表示ランプ、各種表示部、各種操作ボタ
ン等が設けられている。上皿Ｐ２は、遊技台Ｐに供給するパチンコ玉を一時的に貯留する
皿である。読取／書込手段へのワゴンサービス用記憶媒体の挿入は、ＩＣカード挿入口１
３８から行う。また、入力手段１４２への入力により、遊技者がワゴンサービスを要求す
る。入力手段１４２は、取り外し可能な携帯端末であってもよく、この場合、入力手段１
４２は無線通信可能な機能を備え、イルミネーションランプ１２４の位置に受信アンテナ
が併設される。入力の方法としては、入力手段１４２によらず、表示部１４０をタッチパ
ネル方式として、表示部１４０が入力手段としての機能を兼用することもできる。出玉計
数装置１００には、出玉の計数手段１５０、演算手段１６０及び記憶手段１７０が備えら
れて、パチンコ玉数の計測や、ワゴンサービスによるパチンコ玉の減算及びサービス情報
の記憶が行われる。
【００４０】
　図２に示すように、台側玉払出機１３０の下方には、パチンコ玉を回収する玉回収部１
０４が、台側玉払出機１３０と一体的に設置されている。玉回収部１０４の前面には、出
玉計数装置１００に連結される連結開口部が設けられている。
【００４１】
　実施例１の出玉計数装置１００は、図２に示すように、遊技台Ｐの下皿Ｐ１とカウンタ
ーＱの上面との間に配設される玉受け部１０２と、遊技台Ｐの側方に設置された玉回収部
１０４と、下皿Ｐ１から落下して玉受け部１０２に受け取られたパチンコ玉を回収連結部
に案内する玉案内部１０３と、回収されるパチンコ玉を計数する玉計数ユニット（図示せ
ず）とを備えている。
【００４２】
　下皿Ｐ１は、遊技台Ｐから排出された出玉を一時的に貯留する皿である。下皿Ｐ１は、
その底面にシャッター（図示せず）を備えており、該シャッターを開放することにより、
下皿Ｐ１に貯留されているパチンコ玉を、下皿Ｐ１の下方に配設された玉受け部１０２に
落下させることができるようになっている。
【００４３】
　玉受け部１０２から玉案内部１０３の内部には、図２に示すようにパチンコ玉が通過す
る２つのレーン１２０とレーン１２２が設けられており、各レーンには、通過するパチン
コ玉を検知するセンサ（図示せず。）が設置されている。
【００４４】
　出玉計数装置１００には、図３に示すように、制御用の基板２００が設けられている。
マイクロプロセッサ（ＣＰＵ）２１０と、パチンコ玉センサに接続される出玉計数用端子
２２０と、記憶手段を構成するＥＥＰＲＯＭ２３０と、遊技台Ｐの番号を合わせるロータ
リースイッチ２４０と、接点入力と分岐出力端子２５０と、タッチパネルディスプレイ端
子２６０と、遊技者の持ち玉表示のために出玉計数部から表示部１４０に接続される端子
２８０と、外部入力手段を接続する入力端子２７０と、ホール内の通信回線に接続される
端子２９０とが有る。ロータリースイッチ２４０は、遊技台Ｐの遊技台番号をセットする
。
【００４５】
　図４は、本発明の遊技場用ワゴンサービス管理システムを示している。出玉集中管理制
御基板３４０は、通信回線によりＬＡＮサーバ３３０に接続され、通信回線を介して管理
サーバ３１０と情報の送受信を行う。管理サーバ３１０にはさらに、外部に備えられた記
憶装置３１５が接続されている。サービスワゴン４００は、ワゴンサービス従業者が、遊
技者のワゴンサービス要求により、サービス商品を運搬する。管理サーバ３１０への管理
情報の入力等の操作は管理端末３２０により行い、管理サーバ３１０用の記憶装置３１５
にデータが記憶される。
【００４６】
　ワゴンサービス用記憶媒体は、非接触型ＩＣカード、接触型のＩＣカード、磁気カード
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、ＵＳＢ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｓｅｒｉａｌ　Ｂｕｓ）等の情報が記憶可能な媒体であ
ればよい。
【００４７】
　図５では、非接触型のＩＣ（Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｃｉｒｃｕｉｔ）カードの例を示
している。非接触型のＩＣカード５００が、出玉計数装置１００の読取／記録手段のＩＣ
カード挿入口から挿入され、ワゴンサービス従業者が遊技客の要求するワゴンサービスを
提供した場合に、料金に相当する遊技媒体数を記録される。ワゴンサービス用記憶媒体と
しては、図６に示したような電子認証システム協議会の規格によるＩＣコインも使用可能
であり、限定されるものではない。
【００４８】
　図５により、非接触型ＩＣカード５００での読み取り及び書き込み方法を説明する。非
接触型ＩＣカード５００には、カード内部にアンテナの役割を果たしているコイルが内蔵
され、ＩＣチップと接続されている。ＩＣチップには制御回路と記憶用ＩＣが搭載されて
いる。記憶媒体の読取及び書込部からはループコイル５４０より磁界を発生させて、カー
ド内部のアンテナとの無線通信を行うことで、データの相互通信を行う。
【００４９】
　読取及び書込部は、データ信号を送受信するループコイル５４０と、送受信されたデー
タを変調または復調させる変復調部５５０と、変復調されたデータを制御するＣＰＵ（Ｃ
ｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｃｅｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）５６０と、制御されたデータを入出力
する入出力部５８０とで構成される。さらに、データ情報等を表示するディスプレイ５７
０が設けられている。ディスプレイ５７０は、図２の表示部１４０に対応している。
【００５０】
　図６は、ＩＣコイン６００を説明する図である。ＩＣコイン６００の動作原理は、非接
触型のＩＣカード５００と同様である。ＩＣコイン６００の構造は、コイン形状の外周６
１０に沿って内側にループコイル６２０と、制御及び情報記憶用のＩＣチップ６４０が搭
載された基板６３０が、ＩＣコイン内部に設けられている。通常、ＩＣコインは、貸し出
しや換金システムに使用される論理マネー口座として使用されている。論理マネー口座に
は、遊技に使用可能な有価価値を示す情報である論理マネーの取引を記憶する。
【００５１】
　次に、具体的なワゴンサービスについて説明する。
【００５２】
　遊技者が遊技中にワゴンサービスを受けたいと思ったときは、入力手段１４２にワゴン
サービスを要求する信号を入力する。図２に示したディスプレイ１４０をタッチパネル用
の表示部として、表示部そのものを入力手段としてもよい。本実施例では、タッチパネル
用の表示部を使用した場合について説明する。遊技中は、表示部１４０の表示画面には、
図７（ａ）に示すような遊技者が所有するパチンコ玉の総数が表示されている。この画面
７００には、所有パチンコ玉数表示部７１０の他、ワゴンサービス要求ボタン７２０が表
示される。表示部１４０は、タッチパネルであり、ワゴンサービス要求ボタン７２０を遊
技者が指で接触することにより、管理サーバ３１０に遊技台番号と共にワゴンワービス要
求信号が送信される。また、ワゴンサービス要求信号により、出玉計数装置１００のイル
ミネーションランプ１２４を点滅させてワゴンサービス従業者に知らせる。ワゴンサービ
ス従業者は、イルミネーションランプ１２４の点滅している遊技台に、サービスワゴン４
００でサービス商品を運搬する。
【００５３】
　ワゴンサービス用記憶媒体にＩＣコイン６００を使用する場合は、ＩＣコイン６００は
、図２に示した出玉計数装置１００のコイン投入口１３４からＩＣコイン６００を投入す
る。出玉計数装置１００には、ＩＣコイン６００にある記憶手段の情報を読み取り、又は
書き込む手段が設けられている。ワゴンサービスが完了して、サービス情報が出玉計数装
置１００及びＩＣコイン６００に書き込まれると、コイン返却口１３６にＩＣコイン６０
０が返却される。
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【００５４】
　遊技台Ｐの出玉計数装置１００に有る表示部１４０には、ワゴンサ－ビス要求信号を管
理サーバに送信した後、管理サーバの記憶装置に記憶されているワゴンサービステーブル
から、サービスメニュー番号、サービスメニューと相当するパチンコ玉数が、図７（ｂ）
に示した様な、ワゴンサービスメニュー７３０が表示される。この場合、遊技内容により
遊技台でのサービスメニューと相当するパチンコ玉数が異なっていても、遊技台番号を読
み込んで識別し、サービスメニューと相当するパチンコ玉数が表示される。遊技場では、
まとまった、いわゆる“島”ごとにパチンコ玉の価値が異なる場合も多い。表示部に表示
されるワゴンサービスは、ホットコーヒー、アイスコーヒー、タバコやジュース等のサー
ビス内容である。これらのサービスには、金額に相当するパチンコ玉数が表示されており
、ワゴンサービスを受けた場合に遊技者の所有するパチンコ玉数から減算される。遊技者
が希望のメニューに相当するメニュー表示部を指で接触すると、管理サーバ３１０に、サ
ービス情報が送信されると共に、出玉計数装置１００では、遊技者が要求したワゴンサー
ビスに相当するパチンコ玉数が、演算手段１６０により減算されて、記憶手段１７０に記
録される。
【００５５】
　サービスメニューに相当するパチンコ玉数は、メニュー表示部を指で接触する他、遊技
台Ｐに備えられた入力手段１４２で、直接入力してもよい。ワゴンサービス従業者が、遊
技者にパチンコ玉数を確認しながら入力してもよいし、遊技者が、ワゴンサービス従業者
に確認しながら入力してもよい。タッチパネル機能付きの表示機であっても、タッチパネ
ルでの入力に限るものではない。
【００５６】
　ワゴンサービスが実施された場合に、確実に実施されたことを示す信号を送信すること
も信頼性を高める方法である。ワゴンサービス従業者は、例えば、出玉計数装置１００の
入力手段１４２によりワゴンサービスを行ったことの完了信号を入力して、出玉計数装置
１００の演算が行われるようにしてもよい。さらに、ワゴンサービス用のＩＤを入力する
ことで完了信号としてもよく、この場合は、ワゴンサービスの従業者であることの証明と
しての役割も果たす。さらにセキュリティを向上させるためには、ＩＤと暗証番号を組み
合わせで入力するようにしてもよい。
【００５７】
　遊技者がワゴンサービスを受けた場合のサービス情報は、出玉計数装置１００の記憶手
段１７０、管理サーバ３１０に備えられた記憶装置３１５、及びワゴンサービス用記憶媒
体に記録される。サービス情報とは、サービス日時、遊技台Ｐの遊技台番号、サービス内
容及び相当するパチンコ玉数と、ワゴンサービス固有のワゴンサービス用ＩＤである。ワ
ゴンサービス用ＩＤは、サービス完了の信号を入力することにより、完了信号と共に管理
サーバ３１０に送信され、さらに、出玉計数装置１００に送信される。
【００５８】
　このようにしてワゴンサービスを実施したワゴンサービス従業者は、その日のサービス
内容を記録した、ワゴンサービス用記憶媒体である非接触又は接触型ＩＣカードや、ＩＣ
コイン、磁気カードといった記憶媒体を景品交換端末３５０に挿入して処理される。ワゴ
ンサービス従業者が、景品交換端末３５０にワゴンサービス用の記憶媒体を挿入すると、
景品交換端末３５０では、記憶媒体に記録されているサービス情報を読み取り、管理サー
バ３１０に送信する。管理サーバ３１０は、景品交換端末３５０から送信されたサービス
情報を、管理サーバ３１０の記憶手段に記録されているサービス情報と比較して、一致し
ている場合は、さらに、遊技台番号に相当する遊技台Ｐの出玉計数装置１００の記憶手段
１７０に記憶されている内容と比較する。両者が一致している場合は、景品交換端末３５
０に、記憶されている情報が一致していることを示す信号を送信し、信号を受けた景品交
換端末３５０は、景品の枚数を表示する。そしてサービスワゴン従業者がその後の処理を
行う。
【００５９】
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　ワゴンサービス用記憶媒体のサービス情報の比較制御は、景品交換端末３５０に制御手
段を設けて、管理サーバ３１０の記憶装置３１５及び遊技台番号に対応した出玉計数装置
１００の記憶手段１７０に記録してあるサービス情報と比較することもできる。この場合
は、景品交換端末３５０で比較制御して、一致した場合に、管理サーバ３１０へ景品を表
示したことを知らせる。
【００６０】
　以上、実施例１で説明したように、本発明による遊技場用ワゴンサービス管理システム
は、ワゴンサービス用の特別なシステムを必要とすること無く、ワゴンサービス用記憶媒
体をワゴンサービス従業者が管理することで、遊技者と同様にパチンコ玉を介して景品と
の交換までできるシステムである。これにより、遊技場経営者でない業者にワゴンサービ
ス業務を委託したとしても信頼性高く、しかも管理が容易となる。
【００６１】
　遊技者の入力は、タッチパネル機能を有する表示部により説明したが、出玉計数装置１
００の入力手段１４２による入力であっても同様なワゴンサービスが行える。
＜実施例２＞
【００６２】
　本発明による遊技場用ワゴンサービス管理システムは、実施例１に対して管理サーバ３
１０による集中管理をなくして、パチンコ玉の出玉計数装置１００と、景品交換端末３５
０により分散化管理を行う遊技場用ワゴンサービス管理システムとしても実施できる。こ
の場合は、遊技場用ワゴンサービス管理システムにおいて管理サーバを使用せず、ワゴン
サービステーブルは、ワゴンサービス用記憶媒体に記憶され、異なる遊技の遊技台とも対
応させた遊技媒体数が記憶される。例えば、パチンコ玉の価値が異なる場合等があり、遊
技内容に関連している。実施には、あるまとまったグループ毎に遊技台が設置されている
ので、グループ毎の遊技媒体数とワゴンサービスの内容が記録されることになる。
＜実施例３＞
【００６３】
　本発明による実施例での遊技場用ワゴンサービス管理システムにおけるワゴンサービス
用記憶媒体に使用するＩＤは、生体情報であってもよい。生体情報としては、指紋、指静
脈、掌静脈、顔、虹彩等である。生体情報は盗用ができず、遊技場用ワゴンサービス管理
システムのセキュリティをさらに向上させる効果を有する。
【００６４】
　図８に、生体情報をワゴンサービス用記憶媒体６０のＩＤとして使用する場合における
遊技場用ワゴンサービス管理システム概略図を示す。管理サーバ１０と、管理サーバを操
作する管理端末２０と管理サーバの記憶装置３０と、遊技台４０と、出力遊技媒体計数装
置５０と、出力遊技媒体計数装置５０に取り付けられた生体認証装置９０と、ワゴンサー
ビス用の記憶媒体６０と、景品交換端末８０と、景品交換端末用生体認証装置９５で構成
される。生体認証装置を使用した遊技場用ワゴンサービス管理システムであっても、実施
例１及び実施例２に示した同様なワゴンサービスが行えるが、セキュリティの向上が図ら
れる。
【００６５】
　ワゴンサービス用記憶媒体６０のＩＤに使用する生体情報を、指紋として実施した場合
について説明する。ワゴンサービスの従業者は、予め、任意の指で自己の指紋情報を管理
サーバ１０及びワゴンサービス用記憶媒体６０に登録する。これにより、実施例１で説明
したと同様なワゴンサービスが、ワゴンサービス従業者の指紋をＩＤとしてサービス情報
を記録することができる。ワゴンサービスの完了信号は、生体認証装置９０としての指紋
認証装置に、ワゴンサービス従業者が登録した指で指紋を認識させ、管理サーバ１０で登
録された指紋と一致した場合は、出力遊技媒体計数装置５０に認証完了信号を送信する。
認証完了信号を受けた出力遊技媒体計数装置５０は、遊技者の所有する総遊技媒体数から
、サービスに相当する遊技媒体数を減算する。
【００６６】
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　ワゴンサービス用記憶媒体が、登録された正規の記憶媒体であることの認証用として生
体情報を使用する場合は、予め管理サーバに登録しておくことで、生体認証装置を出力遊
技媒体計数装置やサービスワゴン４００に備えることは必要でなく、さらに簡単なシステ
ム構成とすることもできる。
【００６７】
　景品交換端末８０で景品の枚数を表示するときは、ワゴンサービス従業者は、ワゴンサ
ービス用記憶媒体６０を景品交換端末８０で読み取り、景品交換端末８０に備えられた生
体認証装置９０としての指紋認証装置に登録した指紋のいずれかの指で、認証させる。景
品交換端末３５０で、ワゴンサービス用記憶媒体６０に登録されているいずれかの指紋と
一致したことを認証した場合は、サービス情報に応じた景品を表示する。そして、ワゴン
サービス従業者は景品を処理することで、一連のサービス業務が完了する。
＜実施例４＞
【００６８】
　図８に示した実施例は、生体情報を使用する遊技場用ワゴンサービス管理システムにお
いて、遊技者の指紋情報を利用したワゴンサービスとしても利用できる。遊技者は、自己
の遊技カードを所有する。遊技カードは、会員カードであってもよい。そして、遊技者が
、各指の指紋情報を所有カードに登録しておく。この時に、各指に数値を対応させる。例
えば、右人差し指を「１」、右中指を「２」、左人差し指を「３」、左中指を「４」とす
る等である。
【００６９】
　具体的なワゴンサービスを、図２、図３と図７に示した図により説明する。遊技者がワ
ゴンサービスを要求する場合は、図２に示したような出玉計数装置１００の入力手段１４
２は指紋認証装置であり、所有する遊技カードを挿入する。そして、指紋認証装置１４２
で、登録した指のいずれかの指紋を読み取らせ、管理サーバ３１０に指紋情報を送信する
。管理サーバ３１０では、遊技カードに登録された指紋情報であるかどうかを判断して、
一致する指紋がある場合は、ワゴンサービスメニューを送信して、出玉計数装置１００に
備えられて表示部１４０に、図７（ｂ）で示したサービスメニューが表示される。
【００７０】
　遊技者は、表示部１４０に表示されたサービスメニューから、要求するワゴンサービス
が表示されている数字を選び、登録した数字に対応する指で、指紋認証装置１４２に指紋
を読み取らせる。そして、管理サーバ３１０では、その指紋情報に対応した数値を遊技カ
ードから読み取り、管理サーバ３１０にあるワゴンサービステーブルからメニュー番号に
相当するメニューのパチンコ玉数を読み出し、出玉計数装置１００に送信する。
【００７１】
　ワゴンサービスが実施されると、遊技者は完了信号として、サービス内容と同じ数字に
対応した指紋を、紋認証装置１２６から管理サーバ３１０に送信する。管理サーバ３１０
では、遊技カードに登録された指紋と一致した場合は、サービス情報を管理サーバ３１０
の記憶手段、出玉計数装置１００の記憶手段１７０及びワゴンサービス用記憶媒体６０に
、遊技台番号に関連付けてサービス情報を記録する。
【００７２】
　景品交換端末８０で景品の枚数を表示するときは、ワゴンサービス従業者の登録された
生体情報と、景品交換端末で認証された生体情報が一致したときに、サービス情報に応じ
た景品を表示する。そして、ワゴンサービス従業者は景品を処理することで、一連のサー
ビス業務が完了する。
【００７３】
　ここでは生体情報として指紋情報を使用した場合についての説明であるが、生体情報と
しては、指静脈情報でもよい。指静脈情報であっても、各指に対応した情報が得られ、指
紋情報と同様のシステムが構築できる。
【００７４】
　以上、本発明の実施形態を用いて説明したが、本発明の技術的範囲は上記実施形態に記
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載の範囲には限定されない。上記実施形態に、多様な変更又は改良を加えることができる
。そのような変更または改良を加えた形態も本発明の技術的範囲に含まれ得ることが、特
許請求の範囲の記載から明らかである。例えば、サービスワゴン４００にワゴンサービス
用端末を設けて、ワゴンサービスが完了したことを確認するための完了信号を送信するこ
ともできる。サービスワゴン４００に端末を設ける場合は、無線ＬＡＮアクセスポイント
を遊技場内に設置して無線通信とすれば、移動するサービスワゴン４００の機動性を損な
うことが無い。
【図面の簡単な説明】
【００７５】
【図１】本発明の遊技場用ワゴンサービス管理システムを示す概略図である。
【図２】本発明を実施する出力遊技媒体計数装置の具体例を示す図である。
【図３】出力遊技媒体計数装置の制御部を示す図である。
【図４】本発明による遊技場用ワゴンサービス管理システムの具体例を示す図である。
【図５】ワゴンサービス用記憶媒体の例として、ＩＣカードの構造と、読取／記録部を示
す図である。
【図６】ワゴンサービス用記憶媒体の例として、ＩＣコインの構造を示す図である。
【図７】表示部に表示される遊技者への表示画面を示す図である。
【図８】本発明の遊技場用ワゴンサービス管理システムにおいて、認証用に生体情報を使
用する場合のシステム概略図である。
【符号の説明】
【００７６】
　１０　管理サーバ
　２０　管理端末
　３０　管理サーバの記憶装置
　４０　遊技台
　５０　出力遊技媒体計数装置
　６０　ワゴンサービス用記憶媒体
　７０　入力手段
　８０　景品交換端末
　９０、９５　生体認証装置
　１００　出玉計数装置
　１３８　ＩＣカード挿入口
　１４０　表示部
　１５０　計数手段
　１６０　演算手段
　１７０　記憶手段
　２００　出玉計数装置の制御部
　２１０　ＣＰＵ
　２３０　ＥＥＰＲＯＭ
　２４０　ロータリースイッチ
　３００　ワゴンサービス管理システムの管理サーバ部
　３１０　管理サーバ
　３２０　管理端末
　３５０　景品交換端末
　５００　非接触型ＩＣカード
　６００　ＩＣコイン
　７００（ａ）　パチンコ玉数表示画面
　７３０　ワゴンサービスメニュー画面
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